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'世 界の一割を占める我が国の科学技術".昭和56年度版の科学技術自書 (科学技術庁編)の第 1ページの巻頭の見出

しが,この言葉で始まっている.それに続 く数ページに,研究費 ･研究者数 ･技術集約製品輸出額などの,先進科学技

術国相互の対比を示す図表が掲載されているが,日本が全世界の総計に対して占める比率は,見出しの言葉どおりほぼ

10%である.

研究者数と製品輸出額とはともに12%を超えていて,一割というのは控え目に過ぎる感があるが,一方,研究費は9

% であって,一割には少し不足なのが気にならないでもない.しかし,まずまず一応は世界の一割の科学技術国家とな

り,アメリカ ･ソ連に次いで世界第 3位に位置している.戦後のドン底期を研究者として経験して,日本の研究能力と

技術開発力との増強への期待と決意とが一日も脳裏を離れなかった私などには,涙の出るほどに嬉しい数字である.

アメリカ･ドイツ･フランスでは研究者 1人当たりの年間研究費が2000万円を超えているが,それに較べて日本のそ

れは,ちょうど半額の1000万円余というのは,経済力ではこれらの諸国をおびやかしている経済大国日本のイメージと

は程遠くて残念だが,超大国ソ連がそのまた半分の500万円で苦闘しているから,日本としては今後増額の努力を続け

ることに期待をつないで,当座は眼をつぶることにしょう.

しかし,とても一割国家などと安心していられないのが技術貿易の収支である.輸入額すなわち払っている授業料で

は世界の合計額の20%を超えているが,その反面,輸出額では5%にも達していない.科学技術の面で世界に貢献して

いる度合いが,技術貿易の収支に現れているといえるので,この収支のアンバランスの持つ意味は非常に大きい.

技術貿易の出超は世界の文化への寄与としての歓迎はされても,貿易摩擦を引き起こす心配など毛頭ない.現在業種

別では,技術貿易収支で異字を達成しているのは鉄鋼産業のみであって,自動車も電気製品も製品輸出には強くても,

技術貿易ではまだ赤字業種である.この二業界が貿易摩擦の代表選手としてニュースにしばしば登場し,一方,製品輸

出比率では,やはり非常に高率の鉄鋼が全 く問題視されない事実と,各業界の技術貿易収支とは決して無関係ではある

まい .

わが国の主要な業界が,すべて,世界における技術の有力な供給ソースとして,世界から教えを求める熱い視線を注

がれる日の到来が待たれる.

技術貿易の対象は特許とノウハウであることを思え 埠術
輸出額

技術貿易収支 (1975-1977年の平均)

ば,技術貿易収支の改善には国産特許の充実が前提条

件と考えるのが常識である.わが国の特許の現況を一

覧してみよう.わが国の特許出願は現在非常な活況を

呈していて,出願数はうなぎ昇りに急上昇している.

この傾向を耳にしている人は多いと思われるが,実態

は想像以上の数字である.全世界で年間に出願される

特許の総数が約 100万件,その内日本の占める比率は

実に35% という高率に連しているのである.審査機能

のパンクが真剣に憂慮されるほどの勢いでなおも増え

続けているのである.

数に関する限りは,一割国家どころか四割国家とし

て人類の文化に貢献しているようにも思えるが,特許

の質を考えると手放しでは喜べない大きな問題を内蔵

している,というのが特許行政の専門家の見解である.
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